
日設連



1日設連



2日設連



3日設連



Ⅴ．資料Ⅴ．資料Ⅴ．資料Ⅴ．資料

１．フロン類の種類１．フロン類の種類１．フロン類の種類１．フロン類の種類
フロン類の種類である、ＣＦＣ、ＨＣＦＣ、ＨＦＣの３区分にそれぞれ分類さ
れる冷媒番号区分について、オゾン層保護に関する法律第二条、地球温暖化対策
の推進に関する法律第二条及び米国 ASHRAE34 規格を参考にした分類例を下表
に示します。なお、混合冷媒の扱いは、その成分に CFC を含むものは CFC に、
HCFCと HFCの混合体は HCFCに分類することとします。
種類 冷媒番号 化学記号 成分（組成比）

Ｒ11 CFCl3 (CFC11)

Ｒ12 CF2Cl2 (CFC12)

Ｒ113 C2F3Cl3 (CFC113)

Ｒ114 C2F4Cl2 (CFC114)

Ｒ115 C2F5Cl (CFC115)

R13 CF3Cl (CFC13)

R500 CFC12CFC12CFC12CFC12/HFC152a(73.8/26.2)

R501 HCFC22/CFC12CFC12CFC12CFC12(75.0/25.0)

R502 HCFC22/CFC115CFC115CFC115CFC115(48.8/51.2)

R503 HFC23/CFC13CFC13CFC13CFC13(401./59.9)

R505 CFC12CFC12CFC12CFC12/HCFC31(78.0/22.0)

CFC

R506 HCFC31/CFC114CFC114CFC114CFC114(55.1/44.9)

R123
C2HF3Cl2(HCFC1

23)

R124
C2HF4Cl(HCFC1

24)

R22
CHF2Cl(HCFC22

)

R401A HCFC22HCFC22HCFC22HCFC22/HFC152a/HCFC124(53/13/34)

R402A HFC125/HC290/HCFC22HCFC22HCFC22HCFC22(60/2/38)

R403A HC290/HCFC22HCFC22HCFC22HCFC22/FC218(5/75/20)

R405A
HCFC22HCFC22HCFC22HCFC22/HFC152a/HCFC142bHCFC142bHCFC142bHCFC142b

/FC-C318(45/7/5.5/42.5)

R406A HCFC22HCFC22HCFC22HCFC22/HC600a/HCFC142b(55/4/41)

R408A HFC125/HFC143a/HCFC22HCFC22HCFC22HCFC22(7/46/47)

R409A HCFC22HCFC22HCFC22HCFC22/HCFC124/HCFC142b(60/25/15)

R411A HC1270/HCFC22HCFC22HCFC22HCFC22/HFC152a(1.5/87.5/11.0)

R412A HCFC22/FC218/HCFC142bHCFC142bHCFC142bHCFC142b(70/5/25)

HCF

C

R509A HCFC22HCFC22HCFC22HCFC22/FC218(44/56)

R23 CHF3(HFC23)

R32 CH2F2(HFC32)

R125 C2HF3(HFC125)

R134a
CH2FCF3(HFC13

4a)

R143a
CF3CH3(HFC143

a)

R404A HFC125/143a/134a(44/52/4)

R407C HFC32/125/134a(20/40/40)

R407E HFC32/125/134a(25/15/60)

R410A HFC32/125(50/50)

R507A HFC125/143a(50/50)

HFC

R508A HFC23/FC116(39/61) 上記①及び②の製品のうちフロン類の充てん量が50kg以上のもの

③フロン類の充てん量が50kg以上の第一種特定製品

飲料自動販売機・食品自動販売機58111～112

その他の冷凍機応用装置5659

冷凍冷蔵装置（倉庫用・凍結用・原乳用等）5652

空気調和装置（クリーンルーム等）5651

冷凍機応用製品（ヒートポンプ給湯器等）564

その他冷凍冷蔵機器5639

冷凍冷蔵用リキッドチリングユニット（遠心冷凍機・スクリュー冷凍機等）56371

定置式冷凍・冷蔵ユニット5636

輸送用冷凍・冷蔵ユニット5635

製氷機5634

飲料用冷水機及び氷菓子装置.5633

ショーケース5632

冷凍冷蔵庫、冷蔵庫及び冷凍庫5631

コンデンシングユニット5612

②冷蔵機器および冷凍機器（フロン類の充てん量が50kg未満のもの）

その他の空気調和器5629

圧縮式空気調和用リキッドチリングユニット（遠心式・容積圧縮式）562411

除湿機5623

ユニット形エアコンデショナー5622

その他輸送機械用エアコンデショナー56219

航空機用エアコンデショナー56213

鉄道車両用エアコンデショナー56212

その他自動車用エアコンデショナー（法第二条3の対象外商品）
・道路運送車両法第三条に規定する小型自動車又は軽自動車であって、二輪のもの（側車付きのものを含む）
・道路運送車両法第三条に規定する大型特殊自動車及び小型特殊自動車
・被けん引車

562119

①エアコンデショナー（フロン類の充てん量が50kg未満のもの）

商　品　名分類番号

4日設連



5日設連 5日設連
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6日設連 6日設連
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7日設連



2 3

8日設連



3 3

9日設連



10日設連



11日設連



12日設連



　高圧ガス（常用の温度での圧力が 以上
のもの）

　高圧ガス（常用の温度での圧力が 以
上 　未満であって、フロン類の充てん量
が２㎏以上のもの）

　高圧ガス（常用の温度での圧力が 以
上 　未満であって、フロン類の充てん量
が２㎏未満のもの）

　低圧ガス（常用の温度での圧力が 未
満のもの）

圧力フロン類の圧力区分

13日設連



　省令の別表第１に記載されている圧力値は、絶対圧力をＳＩ単位
で示したものです。絶対圧力とゲージ圧力との対応について表１に示しま
したので実際に回収作業をされる時に参考としてください。

　　　　　　　　　　　　　表１　絶対圧力とゲージ圧力の対応について

-500-1000mmHg真空圧力

-0.7-0.10219kgf/cm
2

工学単位(ゲージ圧
力)

-0.07-0.0100.21.9MPaSI単位(ゲージ圧力)

0.030.090.10.32MPaSI単位(絶対圧力)

省令で扱っている圧力値
単位

14日設連



15日設連
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回収作業概要フロー�

回 収 作 業 � 後 作 業 �

運転監視による安�
全確保と回収量の�
確認�

回収ボンベの保管�

次回使用のための�
回収装置の保全�

回収冷媒の種類と�
充てん量確認�

回収容器の選定�と�
数量確保�

冷媒回路の接続と�
ガス洩れ点検�

準 備 作 業 �

作業場所の環境確認� 風雨等のかからない場所�

被回収機器の事前準備� 運転不可の場合→凝縮器又は蒸発器残水の排出�
運転可能の場合→加温運転（冷房運転）�

回収作業� 電源接続とアース確認→換気の確認→運転状態の監視→回収�
容器の交換→回収終了による自動停止�

回収の後作業� 接続部の分離→次回作業のための措置�

回収容器措置� 回収冷媒の運搬→保管管理→回収冷媒の措置→空容器の洗浄�

回収装置の点検�
過充てん防止機構の点検�→油分離器の点検→ドライコア交換�
電源系統の点検→附属品の点検→回収装置の真空引き�

回収容器の準備� 冷媒の種類の確認�→�冷媒充てん量の確認�→回収容器の真空引き�

回収装置と被回収機器�

との接続�
接続口の無い場合ピアシングバルブ使用�→液冷媒回収の接続→�
ガス冷媒回収の接続→回収容器の接続→接続部の漏れチェック�

��������	
�




16日設連
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17日設連
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18日設連
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19日設連

��������

NO

NO

NO

●機械室の換気など風通しのよい場所�
●凸凹のない床面や傾斜のない場所�
●室温が４０℃以上にならない場所�
●雨や水のかからない場所�
●直射日光の当たらない場所�
●振動の少ない場所�

●冷媒量の目安（機器別冷媒充填量目安表を参照）�

●機器の銘板で確認する（貼付け表示）�

●冷媒の種類（運転者・メーカー等へ問い合わせる）�

●回収冷媒の種類と容器の冷媒刻印との照合�

作業場所の環境�

回収容器の準備�

冷媒充てん量の確認�

冷媒の種類の確認�

適当な作業場所か�

冷媒充てん量判るか�

冷媒の種類が判るか�

回�避�
是�正�

冷媒量の推定�

冷媒種の推定�

R４１０A

ARC －12345
V 23.5 W12.6

A123 1－06 TP5.0M

FC3

容器製造者の名称、記号�

検査実施者の記号�

容器検査に合格した年月�

所有者の登録番号�
（高圧ガス保安協会）�

容器の内容積（　）�

充てんできる高圧ガスの種類�
（従来容器の場合は従前規程による）�

容器の記号および番号�

容器の質量（kg）�

耐圧試験圧力（MPa）�

充てん冷媒の種類�



20日設連

NO

NO

●新たな空容器の真空引き�

●回収装置と回収容器とのタイプ・容量の確認�
●容器の刻印による「容器保安規則」の適合品確認�

●配管部分、接続部分など目視点検�
　・破損、折れ曲がり、外れなど�
　・オイルにじみ、ガス漏れの痕跡�

●過充填防止機構の正常な動作確認�
●質量検知器は正しい質量が表示され、規定質量で停�
　止するか確認�
●フロートセンサ式は、回収ボンベをひっくり返し、�
　回収装置が停止するか確認�

●回収冷媒の種類と回収装�
　置との適合可否の確認�

正規な回収容器の�
数量準備�

回収容器は空か�

回収容器の真空引き�

回収冷媒の適合�

回収装置の点検�

圧力計の指針の著しい�
低下がなく正常が（０気�

圧に近い）�

過充てん防止機構点検�

ガス漏れ点検�

真空ポンプ�
�

真空計�
�

回�
収�
容�
器���

重量検知式�
�過充填防止計量器�

�

空
回
収
容
器
の
重
量
�

�設
定
を
�“
�0”
�点
に
�合
�

�

わ
せ
る
�。
�

「�満液�ラ�ン�プ」��
�点灯�

�

液面検知用�フ�ロー�ト�セ�ンサ付�
�回収容器を�ひ�っ�く�り�返す�

�



21日設連

NO

●電源コードの被覆破損などの点検�
●電圧・容量・漏電遮断器有無の確認�
●ランプ表示等の点灯確認�

●付属品の耐圧確認（耐圧4.5MPa以上）�
　・チャージングホース、マニホールド、バルブ等に�
　　残留冷媒がある場合は、排出される�

●熱交換内部の残水排水による内部配管の凍結パンク�
　の防止（冷媒回収時の温度低下により、残水が凍結し�
　配管がパンクするのを防止する）�

●ポンプダウンによる凝縮器への冷媒移動�
　①液閉鎖弁の全開�
　②冷房運転（手動運転）�
　③運転停止�
　④ガス閉鎖弁の全開�

●加温運転による液状冷媒液や油中冷媒の蒸発を促進�
　・除霜運転�
　・除霜ヒータ通電による冷却器の加熱�
　・冷却水、冷温水による通水�
　・圧縮機、熱交換器への送風�
　・冷蔵庫などの扉の開放�
　・冷温水回路への通水�

電源系統の点検�

附 属 品 の 点 検 �

回収対象機器の事前準備�

運 転 可 能 か�

冷 房 運 転 �

加温運転熱源の確保�

運転不可の�
場合の残水�
の排出�

回収対象機器の事前準備（標準）�



22日設連

NO

●ホースを確実に閉める�
●高圧側配管部又は、凝縮器のサービスバルブ、ピア�
　ッシングバルブとマニホールドの高圧側とを接続�
●低圧側配管部サービスバルブ、ピアッシングバルブ�
　とマニホールドの低圧側とを接続する�
●マニホールドの中央接続口との回収装置の吸収接続口�
　とを接続�
●回収装置の吸入バルブまでの導通による接続部の漏�
　れ点検�
●回収時の冷媒は液とガスの混合である場合が多いた�
　め、回収装置は液状冷媒回収でスタートさせる�

●ピアッシングバルブを使用する�

冷媒回収の接続�

接続口があるか� 接続口の無い�
場合�

ピ�ア�シ�ン�グ��
�プ�ラ�イ�ヤ�

�

銅管�
�



23日設連

●回収容器の転倒防止処置�
●過充てん防止機構への接続の実施�
●回収装置の吸収バルブ開による被回収機器との導通�
●回収装置の液出口バルブ微少開による冷媒パージ状�
　態ですばやく回収容器と接続�
●回収装置の液出口バルブと回収容器のバルブ開�

●電源接続�
　・回収装置の電源と使用電源の電圧確認�
　・アースの接続�
　・回収装置の電源ランプ等の点検確認�
　・計量指示で、回収容器の容量確認�

●回収装置を液状回収に設定�
●マニホールドの高圧側と低圧側の両バルブを開く�
・圧縮機を液圧縮させない�
・被回収側機器の冷媒凍結に注意する�

●回収装置の自動排気機能を使用して、ホース内と回�
　収装置内の排気を行う�
●マニホールドに真空ポンプを接続して真空引きする�

●ホースの接続部などの点検�
●フレアなどの増し締め�

●回収装置を液状回収に設定�
●マニホールドの高圧側バルブを開く（圧縮機を液圧�
　縮させない）�

●回収装置をガス状回収に設定�
●マニホールドの低圧側バルブを開く（被回収側機器�
　の冷媒凍結に注意する）�

●回収作業場所の換気状態の確認�
　・ガス漏れ事故の場合などの酸欠防止�

回 収 作 業�

電源接続とアース確認�

接続部の漏れチェック�

回収容器の接続�

ホースと回収装置の�
排気回収容器の接続�

換 気 の 確 認 �

回収方法� 液状回収�

ガス状回収�

液ガス同時�
回収�



24日設連

NO

●運転中は作業場を離れず、安全の確保に努める�
　・非常に高い圧力のガスです�
●運転中の注意事項�
　・回収装置の運転が良好なことを確認し、緊急時に�
　　は的確な処置ができるように状態を監視する�
　・計量計の指示値確認により、規定の質量になって�
　　も自動停止しない場合は、手動停止させる�
　　（過充てん防止機構の不具合）�
　・圧縮機からノッキング音が発生した場合は、吸引�
　　側圧力を下げる�
　・やむを得ず作業場を離れるときは、回収容器が過充�
　　てんになっていないことの確認と運転停止させる�

●回収容器の交換�
　①チャージングホース内の液状冷媒も回収容器内に�
　　回収し、冷媒の大気放出を最小限に押さえる�
　　（凍傷注意）�
　②過充てん防止により自動停止したことを、ランプ�
　　や計量計の表示で確認�
　③回収装置の液出口バルブと回収容器のバルブ閉�
　④回収容器のバルブ側チャージングホースの接続部�
　　分を徐々に緩め、急激な噴出を避ける（凍傷注意）�
　⑤新たな空容器と交換�
　⑥計量器の表示のゼロ点調整�
　⑦回収装置の液出口バルブ微小開によりチャージン�
　　グホース内のエアーを放出しながら回収容器のバ�
　　ルブ部と手早く接続（凍傷注意）�
　⑧充填済回収容器の転倒防止措置（高圧ガス法の適�
　　用を受ける）�

　

●運転状態監視による異常状態回避への未然防止�
●圧縮機焼損、水侵入などで冷媒が汚損している場合�
　は、回収装置の使用を避ける�

運転状態の監視�

換気の確認�

正 常 な 運 転 か � 診断による�
異常状態回避�



25日設連

回収の後作業�

接 続 部 の 分 離 �

回収装置内の自動排気�

回収終了による�
自動停止�

●回収の終了�
　①低圧カットにより回収装置が自動停止したことを�
　　ランプや圧力計の表示で確認�
　②停止状態で５～１５分程度経過後、自動再始動運転�
　　・低圧側圧力計の指示が０.１MPa以上で手動による�
　　　始動運転�
　③再停止したら回収終了（大型チラーなどは数回繰�
　　り返す）�

●回収装置の自動排気を実施して回収装置内の冷媒を�
　回収ボンベに排気�
●回収装置の電源をOFFにする�

●後作業�
　・回収対象機器、回収装置、回収容器のバルブを閉�
　・回収対象機器の電源遮断とプラグを抜く�
　・チャージングホースの接続部を徐々に緩めて外す�
　・マニホールドの高圧、低圧、中央各バルブの開を�
　　確認し、回収装置の吸収バルブ側接続部を徐々に�
　　緩めて外す�
　・マニホールドとチャージングホースを回収装置、�
　　回収対象機器から外す�
　・充てん済み回収容器を取り外し、全部の充填済み�
　　回収容器を再生、破壊の措置をするまで保管（法�
　　の規則に基づいた貯蔵管理）�
　・被回収機器のバルブの閉状態確認�



26日設連

回収容器�

冷媒回収量の記録・保存・報告�

回 収 冷 媒 の 措 置�
●再生手配�
●破壊手配�
●処理証明書入手�

空回収容器の洗浄� ●容器内の不純物堆積物の洗浄�
●真空引き�

回 収 冷 媒 の 表 示� ●回収冷媒充てんの表示�

運　　　　　　　搬� ●「高圧ガス保安法」に基づく運搬�

保 管 管 理� ●「高圧ガス保安法」に基づく保管�



27日設連
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29日設連
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31日設連



32日設連



33日設連
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予備ボンベ�

霧吹き�

回収ボンベ�回収装置�マニホールド�

クイックチャージングバルブ� サブクールライン�

ボールバルブ�

濡れ雑巾�①可能なかぎりポンプダウンを実施�

③クイックチャージングバルブを使用� ④あらかじめ、サブクールラインを接続�

⑤容器を冷却させる�

②チャージングホースのムシ押しは全て外す�



34日設連
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⑤クイックチャージングバルブを使用�

①可能なかぎりポンプダウンを実施�

②始めに高圧側から回収を実施�

⑥あらかじめ、サブクールラインを接続� ⑦容器を冷却させる�

③チャージングホースのムシ押しは全て外す�

クイックチャージングバルブ�

大流量型マニホールド�

3/8”チャージングホース�

回収装置� １００㍑回収ボンベ�

ボールバルブ�

霧吹き�

予備ボンベ�

濡れ雑巾�



35日設連
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①高圧側と低圧側の両方にピアッシングバルブを使用�

②時間短縮のためスナップカプラで接続�
④あらかじめ、サブクールラインを接続�

⑤容器を冷却させる�

③チャージングホースのムシ押しは全て外す�

小型冷凍空調機器�
ピアッシング�

ピアッシング�

マニホールド� 回収装置� 回収ボンベ� 予備ボンベ�

霧吹き�

濡れ雑巾�

ボールバルブ�

サブクールライン�

スナップカプラ�

スナップカプラ�

オイルセパレータ�



36日設連
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屋上�

5階�

4階�

3階�

2階�

1階�

屋上�

5階�

4階�

3階�

2階�

1階�

室外機�
①� 室外機�

②�
室外機�
③�

室外機�
①� 室外機�

②�
室外機�
③�

②太い径のチャージングホースを使用�

③ヘッダー棟で複数台を接続して一度に回収�

①大型回収装置と回収容器は地上に設置�

回収後完了後のバージ用ライン�

⑥容器を冷却させる�

ヘッダ�

３/４”チャージングホース�

３/４”チャージングホース�

３/４”チャージングホース（最長５０m）�

１００㍑回収ボンベ�

霧吹き�

濡れ雑巾�

回収装置�
ボールバルブ�

ボールバルブ�

ボールバルブ�



37日設連
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38日設連

①大型回収装置を使用�

他の機器へ接続します（ヘッダ１台で最大６台の機器を接続）�

②太い径のチャージングホースを使用�

③ヘッダー棟で複数台を接続して一度に回収�

④時間短縮のためスナップカプラで接続�

⑤チャージングホースのムシ押しは全て外す�

⑥容器を冷却させる�

ピアッシング�

スナップカプラ�

スナップカプラ�

スナップカプラ�

スナップカプラ�

スナップカプラ�

スナップカプラ�

ピアッシング�
ヘッダ�

回収装置�

ボールバルブ�

回収ボンベ�

霧吹き�

濡れ雑巾�

ピアッシング�

ピアッシング�

ピアッシング�

オイルセパレータ�

オイルセパレータ�

ピアッシング�



39日設連
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40日設連
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4.0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

0.2

－0.1
0.0

0.2MPa

－0.1
－30 －20 －10 0 10 20 30 40 50 60

－30 －20 －10 0 10 20 30 40 50 60

R407C
R404A
R507A

R410A

R22

R12

R134a

飽和液温度［℃］�

飽
和
液
圧
力［
M
P
a
］（
ゲ
ー
ジ
圧
力
）
�

R407C

R404A

R507A

R22R410A

R134a

R12

35℃�

35℃�

高圧ガス�
35℃で�
0.2MPa�
以上となる�
液化ガス�



41日設連

４０℃に於ける各冷媒の液比容積�

０.５�
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０.９�
１�
１.１�

比
容
積
　
Ｌ
／
ｋ
ｇ
�

��������	

����������
��������������������������������������
��������������������������������������������������

��������	
��
�����������
�
��������� !"#$

���������	
��
�������������

��������	
�����

����������������������
���

��

�����������������������������������������������������
������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������



42日設連
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１０�０�－３０� －２０� －１０� ２０� ３０� ４０� ５０�
温　　度�

各冷媒の液膨張率�

１�

１.１�

１.２�

１.３�

１.４�

１.５�

１.６�

膨
脹
率
�

混合冷媒�

混合冷媒�

単一冷媒�

単一冷媒�

Ｒ５０７Ａ�
Ｒ４１０Ａ�
Ｒ４０４Ａ�

Ｒ５０２�
Ｒ４０７Ｃ�

Ｒ２２�
Ｒ１３４ａ�

Ｒ１２�

R５０７A
R４１０A
R４０４A

R５０２�
R４０７C

HFC等の混合冷媒�
膨脹率が大きい�

単一冷媒�

R２２�
R１３４a
R１２�
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43日設連
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44日設連
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45日設連
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各種冷媒：１００ﾘｯﾄﾙ容積のボンベを基準�

１１６�
１０２� １０７� １０５�

９８�
８８� ８７� ８７�

７０�

８０�

９０�

１００�

１１０�

１２０�

充
て
ん
量
　
ｋ
ｇ
�

充てん量 Kg 法に基づく、適正充てん量（４０℃では≒９０％容積となる）�

R１２� R２２� R５０２� R１３４a R４０７C R４１０A R４０４A R５０７A



46日設連
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R４１０A等の新冷媒については�
ASHRAE規格で取り決めの色が�
肩部に塗られているものもあります。�

以上�
１�
２�

酸　素 黒色�

水　素 赤色�

液化炭酸ガス 緑色�

液化アンモニア 白色�

液化塩素 黄色�

アセチレンガス 褐色�

その他の高圧ガス ねずみ色�

ね
す
み
色�

フ
ル
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カ
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ボ
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Ｒ２２�

容器製造業者の記号�

検査実施者の記号�

容器検査に合格した記号�

所有者登録番号�

内容積（単位　R）�

質量（単位kg）�

充てんすべきガスの種類�

FC1、FC2、FC3など�

（旧表示はガス名R-22等）�

容器の記号番号�

容器検査年月�

耐圧試験圧力（単位MPa）�

（旧表示ではTP52kg）�

充てんガスの名称の表示�

D２９６ V１２�W８.１�TP５.１M
５-２
００
１�

ACA-０２８５
FC３
�
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４０℃�
液冷媒の温度～比容積�

適正量＝４０℃線を使用し�
た９０％回収質量kgである。�
保安法＝４０℃で内容積の９０％�
以上にならない事となっている。�

周囲１５℃で回収すると１０２kg
となり適性量より多くなる�

R４１０Aの適正充てん量 ８８kg適正回収線�

１００％ﾗｲﾝ�

９０％ﾗｲﾝ�

例：R４１０Aを周囲１５℃で回収する�

充てん量　ｋｇ�温　度　℃�

－４０�－３０�－２０�－１０� ０� １０� ２０� ３０�４０℃�５０� ６０�７０℃� ６０� ７０� ８０� ９０� １００�１１０�１２０�１３０�１４０�１５０kG

６０� ７０� ８０� ９０� １００�１１０�１２０�１３０�１４０�１５０kg

４０℃�

１５℃�
温度上昇�

０.５５�

０.６０�

０.６５�

０.７０�

０.７５�

０.８０�

０.８５�

０.９０�

０.９５�

１.００�

１.０５�

１.１０�

１.１５�

１.２０�

１.２５�

１.３０�

１.３５�

１.４０�

１.４５�

１.５０�

１.５５�
比
容
積
 L
/K
g

R４１０A

R４０４A

R４１０A

R４０７C

R５０２�

R２２�

R１３４a

R１２�

１００%

９０%

８０%

７０%

例：R４１０Aの適正充てん量は、図左の４０℃から青線
を上にスタートし、右図９０％線から下がった値は、
１００Lボンベで、約８８kgが適正量と読み取れる。�
　それに対して、今１５℃のフロンを回収した場合を
想定すると、左図１５℃から赤線をたどり、右図で９０
％フロート付のボンベに回収すると､適正量８８kgを
上回り､１０２kg充てんとなる。�
　その状態で保管場所が４０℃以上の環境になると
き、右図青線の交点を上にたどると、ボンベ内容積
１００％を超えて過充てん状態となることが分かる。�

周囲１５℃で９０％迄回収した冷媒１０２kgは
周囲が、４０℃以上になると温度による膨脹
で容積は１００％を超え過充てん状態となる�

各種冷媒の充てん量 G kg（１００L容積当り）�

�������
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（第一種フロン類回収業者の引渡義務）
法第二十一条第一項　第一種フロン類回収業者は、フロン類
を引き取ったときは、自ら再利用（自ら冷媒その他製品の原
材料として利用し、又は冷媒その他製品の原材料として利用
する者に有償若しくは無償で譲渡し得る状態にすることをい
う。）をする場合その他主務省令で定める鼾№ 怩ｫ、フロン
類破壊業者に対し当該フロン類を引き渡さなければならない。

（第一種フロン類回収業者の引渡義務の例外）
省令第七条　法第二十一条第一項の主務省令で定める場合は、
第一種フロン類回収業者が引き渡したフロン類を再利用する
者又はフロン類破壊業者に確実に引き渡す者として都道府県
知事が認める者に引き渡す場合とする。
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≦０．０１≦０．０１≦０．０１≦０．０１蒸発残分(質量％)

≦１．５≦１．５≦１．５≦１．５非凝縮ガス(体積％)

≦０．０００１≦０．０００１≦０．０００１≦０．０００１酸分(質量％)

≦０．００２≦０．００１≦０．００２≦０．００２水分(質量％)

≦０．０２
Ｒ１１，１１４他

≦０．０２
Ｒ１１他

≦０．０２
Ｒ１１他

≦０．０２
Ｒ１１他純度に含まれない他の冷媒

≦０．２
Ｒ１２，１１５

≦０．２
Ｒ２２

≦０．２
Ｒ１２

≦０．２
Ｒ１２，１１５純度に含まれる他の冷媒

≧９９．９８≧９９．９８≧９９．９８≧９９．９８純度(面積％)

異臭がないこと臭気

無色で濁りがないこと外観

Ｒ５０２Ｒ１２Ｒ２２Ｒ１３４ａ項目

(RRC1001)

≦１０≦１０≦１０≦１０蒸発残分(質量％)

≦３≦３≦３≦３非凝縮ガス(体積％)

≦０．０００４≦０．０００４≦０．０００４≦０．０００４酸分(質量％)

≦０．０２≦０．０２≦０．０２≦０．０２水分(質量％)

≦０．１≦０．１≦０．１≦０．１他の冷媒（高沸点分）

≦０．５≦０．５≦０．５≦０．５他の冷媒（低沸点分）

≧９９．３≧９９．３≧９９．３≧９９．３純度(面積％)

Ｒ５０２Ｒ１２Ｒ２２Ｒ１３４ａ項目

(RRC1002)
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